
路肩草刈中の飛石による車両損傷事故

1. 事故発生日時 ： 平成26年 6月6日（金） 9時55分

2. 場所 ： 中央自動車道 上り線 KP313.08～04付近

3. 作業名 ： 路肩草刈作業

作業員：11名

作業予定区間：KP313.1～310.4

規制区間：KP313.6～310.5 【走行車線規制】

4. 概要 ： 走行車線規制にて路肩草刈りを実施中、追越車線を走行して

きた一般車の助手席側の窓ガラスを飛石により損傷させた事故

5. 物損状況 ： 一般車（ ）の助手席窓の損傷
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6. 現場状況図
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6. 相手方損傷写真
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■ 事故原因

・飛散防止ネットの保持者の立ち位置が明確にされていなかった。

・飛散防止ネットの横幅が適当な長さではなかったのではないか。

■ 事故再発防止対策

・飛散防止ネットの保持者の立ち位置を明確にする。

・刈り手とネット保持者との声掛けによる意思疎通を図る。

・飛散防止ネットの長さを現行のものより長くする。（現行の2ｍから2.6ｍに変更する）

・飛散防止ネットに設置の明示（刈刃のセンター位置をネットに明示）

・飛散防止ネットの前後の位置はアスカーブより約50cmとし、刈り手との間隔を保持する

・アスカーブ付近の草刈りについては従来通り、2ｔトラックの飛散防止ネットにより飛散防止を

行う。（現在も実施中）
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飛散防止ネット（現行） W=2,000   H=2,000 飛散防止ネット W=2,600   H=2,000

飛散防止ネットの改良

草刈作業中の飛石対策
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順行作業

走行車 通行帯進行方向

飛散防止ネット進行方向

刈手

草刈作業中の飛石対策
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逆行作業

走行車 通行帯進行方向
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草刈作業中の飛石対策
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